
⑬-２授業改善推進プラン（中間改善計画）

中119　町田市立堺中学校

令和６年度全国学力・学習状況調査の結果を見ると、国語（平均正答率６２％）、数学（５９％）は、全国平均（５８．１％、５２．
５％）を上回り、東京都の平均とほぼ同じであった。昨年度の数学は、全国平均を下回っていたが、今年度は上回った。昨年
度に比べると「今回の問題では、解答を言葉や数、式を使って説明する問題がありました。それらの問題について、どのように
解答しましたか」という質問に対する回答で、「全ての書く問題で書くことを努力した」が、意欲的に解答したことが伺える。国
語についても同様である。日ごろから、振り返りを書かせたり、自己評価をさせたりすることで、文章力が高まっているのではな
いかと考えられる。

上記のように、平均正答率が上がってきているが、二極化が進んでいる。特に数学については、平均値に近い生徒が少なく、
上位層と下位層に分かれている。学校での定期考査等でも、二極化は顕著である。数学は習熟度別を実施しているが、さら
に個別最適な学びにおける「指導の個別化」を図り、苦手な生徒に対する指導を強化していく必要がある。
「諦めずに書くこと」については、成果が見られるので、今後も振り返りや自己評価についての取り組みを継続していく。

・プロジェクターを活用した授業を行う。
・Chromebook等を活用し、共同編集作業に取り組ませる。

・生徒に、何を学ぶか、どのように学ぶか、見通しをもたせる。
・学習の流れやめあてを提示する。

学力調査等の状況

見えてきた課題

授業をデザインする８つの取組について

ICT機器の活用

見通しをもたせる導入

第２学年

〇各単元で、ＩＣＴ機器を活用した調
べ学習やプレゼンテーションを生徒
にさせ、考える力やそれをまとめる
力、プレゼンテーション能力を育成す
る。
〇各単元、各授業でめあてを明示
し、そのめあてを達成できるように授
業を進めた。また、思考の土台として
の知識の定着を図る授業を行う。

〇授業の始まりに「学習内容＝めあて」を提
示し、授業の終わりにめあてについて振り返
る時間をつくるように心掛けたが、その時間
が十分とれなかったので、今後は時間をと
れるようにする。
〇計画していた実験はほぼ実施したが、実
施できなかったときは、ICTの活用（動画）や
教師の演示実験などでフォローする。
〇生徒実験の結果をスプレッドシートに入
力させ、クラスの結果を共有し考察する。ス
ライドを使った探求学習をしたので、発表を
する。

〇生徒が問いを設定し、自ら調べる学習を
行う中で、ICT端末を使った情報整理をす
る。
〇教科書に書いある情報を伝達するだけで
はなく、相手の知識の定着を図るための情
報共有をする。
〇本時の問いだけではなく、単元を通した
問いやパフォーマンス課題の設定など、生
徒が見通しをもちながらも主体的に学習に
取り組めるような環境作りに配慮する。
〇学習支援ソフトを適宜活用し、基礎学力
の定着を図る。

〇調べ学習やまとめ学習、プレゼン
学習などを通して、ＩＣＴ機器を活用
し、生徒の関心・意欲を高めることが
できた。今後は更なる効果的な活用
を目指す。
〇毎時間、めあてを明示し、やるべき
課題や身に着けるべき知識を示すこ
とができた。今後はキュビナの活用を
更に増やしていきたい。

〇授業の始まりに目標設定や演示実
験を見せ、興味関心を引き立てる。授
業の終盤で実験の仕組みと今日の目
標がどのようにリンクするのか、振り返
る。
〇演示実験などで分かりにくい場面
のどは映像を使い、スローモーション
にするなどしながら丁寧に説明してい
く。
〇実験結果を既習事項と合わせてス
ライドにまとめ、日常生活を関連させ、
班で発表させる。

社
会
科

数
学
科

○授業のめあて、目標を毎時間提示
し、生徒に学習内容の見通しをもた
せる。
○ＩＣＴ機器を授業に活用し、課題を
視覚的にとらえ、生徒が理解しやす
いような提示方法を工夫することによ
り、数学的な見方や考え方の伸長を
図る。また、話し合い活動や発表を活
性化させる。
○毎時間、授業内容を振り返らせ、学
習内容の定着を図る。

年度当初に設定した重点 第１学年

理
科

〇授業の始まりに目標設定や演示実験を見
せ、興味関心を引き立てる。授業の終盤で
実験の仕組みと今日の目標がどのようにリン
クするのか、振り返る。
〇演示実験などで分かりにくい場面のどは
映像を使い、スローモーションにするなどし
ながら丁寧に説明していく。
〇実験結果を順序だてて説明できるように
ワークシートにまとめる。
〇単元が終了したら既習事項を利用した新
しい製品などを考案させながらまとめ、日常
生活とリンクさせる。

〇ＩＣＴ機器を活用した授業を通して、
生徒の関心・意欲を高めさせる。また
生徒自身がＩＣＴ機器を活用した調べ
学習を通して、考える力やプレゼン能
力の育成を図る。
〇本時のめあてを明示し言葉の意味
を解説することにより、基礎的な内容
を理解させる。また、小テストを実施
することにより、基礎学力の定着を図
る。

○授業の始めに目標を提示し、見通
しをもたせるとともに、授業の終わりに
振り返りを行い、学習内容の深い理
解につなげる。
○実験・観察が不可能な場合、ICT
機器を用いて動画を見せたり、原理
の説明したりする。
○実験や観察結果のまとめ、発表に
ICT機器を活用することにより、自然
における事物・現象を科学的に思考
する力や言語活動の充実を図る。

振り返りの設定
・本時のめあてを振り返らせる。
・本時の学習を自己評価させたり、学習内容をまとめさせる。

第３学年

○授業のめあて、目標を毎時間提示し、生
徒に学習内容の見通しをもたせる。
〇授業内容を工夫し、「指導の個別化」を図
る。
○ＩＣＴ機器を授業に活用し、課題を視覚的
にとらえ、生徒が理解しやすいような提示方
法を工夫することにより、数学的な見方や考
え方の伸長を図る。また、話し合い活動や
発表を活性化させる。
○毎時間、授業内容を振り返らせ、学習内
容の定着を図るとともに、言語での説明能
力を高める。

各教科における課題を改善するための指導の重点

国
語
科

○「文章読解力・文章作成力・語
彙力」の育成を図るために、教科
の特性に応じた言語活動を充実
させる。
○学習の目的を明確にしたワー
クシートや副教材等の活用を通
して、基礎的な読解力・語彙力・
漢字力を身に付けさせる。
○ICT機器を活用したプレゼンを
行い、表現力の育成を図る。
 
 
 

○授業のめあて、目標を毎時間
提示し、ワークシート等で流れを
提示し、生徒に学習内容の見通
しをもたせる。
〇文章読解力の向上のために
授業内で、より考えを深めるため
にグループワークを積極的に行
う。
〇表現力の向上を目指し、ＩＣＴ
機器を活用した調べ学習とプレ
ゼンソフトを使った発表活動をグ
ループ単位で行う。

○「文章読解力・文章作成力」の基礎
を養い、「表現・言語活動」を充実させ
るために、スピーチやプレゼンテー
ションなどの指導をICTを活用し行う。
○ワークシートや副教材の活用と定
期的な振り返りテストをとおして、基礎
的な読解力・語彙力を高める工夫を
行う。
○特にプレゼンテーションの単元に
おいては、クロームブックを活用し、協
同学習を行うことで、表現力を高めて
いく。

〇文章読解力の向上のために
授業で話し合い活動を積極的に
設定しより深く読むことに対して
意欲の向上を図る。
〇読解に必要な語彙力の向上
のために、授業開始時に漢字の
書き取り練習と小テストを行う。
〇表現力の向上を目指し、ＩＣＴ
機器を活用した調べ学習とプレ
ゼンソフトを使った発表活動をグ
ループ単位で行う。

○授業のめあて、目標を毎時間提示し、生
徒に学習内容の見通しをもたせる。
〇授業内容を工夫し、「指導の個別化」を図
る。
○ＩＣＴ機器を授業に活用し、課題を視覚的
にとらえ、生徒が理解しやすいような提示方
法を工夫することにより、数学的な見方や考
え方の伸長を図る。また、話し合い活動や
発表を活性化させる。
○毎時間、授業内容を振り返らせ、学習内
容の定着を図るとともに、言語での説明能
力を高める。

○授業のめあて、目標を毎時間提示し、生
徒に学習内容の見通しをもたせる。
〇授業内容を工夫し、「指導の個別化」を図
る。
○ＩＣＴ機器を授業に活用し、課題を視覚的
にとらえ、生徒が理解しやすいような提示方
法を工夫することにより、数学的な見方や考
え方の伸長を図る。また、話し合い活動や
発表を活性化させる。
○毎時間、授業内容を振り返らせ、学習内
容の定着を図るとともに、言語での説明能
力を高める。
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○授業のめあて、流れを毎時間提示し、生
徒に学習内容の見通しをもたせる。
○デジタル教科書、ICT機器を用いた導入
と活動で生徒の学習意欲と思考力の向上を
図る。
○毎学期パフォーマンステストを行い、主体
性と表現力の育成を図る。
○ワークシート等を用いて宿題を課し、学習
内容の振り返りと反復練習を行うことにより、
基礎基本の定着を図る。

〇chromebookを用いた学習活動を取
り入れて学習意欲をより高めていきた
い。
〇パターンプラクティスの活動、ス
ピーチやインタラクションのパフォーマ
ンステストを行い、生徒の英語を使う
運用能力の向上を目指したい。
〇kahootやgoogle classroomを利用し
た振り返り活動をすることで学んだこと
の定着を図る。

外
国
語
科

○デジタル教科書、ICT機器を用い
た導入と活動で生徒の学習意欲と思
考力の向上を図る。
○スピーチ、ロールプレイングを主と
したパフォーマンステストを行い、主
体性と表現力の育成を図る。
○ワークシートやアプリケーションツー
ルを用いて学習内容の振り返りと反
復練習を行うことにより、基礎基本の
定着を図る。

〇毎時間の目標をペアで共有するこ
とで学習への意欲づけを行う。
〇デジタル教科書やICTを使っての
音読を行ったり、英語のゲームなどの
活動を通して、生徒の学習意欲と思
考力の向上を図る。
〇パフォーマンステストを毎学期計画
的に実施し、生徒の表現力を測ること
で、授業改善に生かせるようにする。

各教科における課題を改善するための指導の重点
年度当初に設定した重点 第１学年 第２学年 第３学年

音
楽
科

〇授業の始めに目標や活動内
容を説明し、生徒が見通しをもっ
て学習に取り組めるようにする。
○ICT機器を活用して生徒が視
覚的に学ぶことができる授業展
開を工夫する。
〇表現活動について、学習を振
り返る時間を設定し、「できたこ
と」や「課題」を考えさせ、次の授
業に生かせるようにする。

〇授業の始めに目標や活動内容を説明
し、適宜先の授業の内容も伝え、見通しを
もたせる。
〇鑑賞の授業については、ICT機器を活
用して視覚的に学べるよう工夫した。しか
し、ICT機器活用の機会が少なかったの
で、増やしていく。1月はプレゼンの機会も
設定する。
〇表現活動について、ワークシートを活用
し、目標や振り返り、課題を考えさせる時
間を設定し、目標に向けての意識が高ま
り、主体的に取り組もうという姿勢を培う。

〇授業の始めに目標や活動内容を
説明し、適宜先の授業の内容も伝
え、見通しをもたせる。
〇鑑賞の授業については、ICT機器
を活用して視覚的に学べるよう工夫し
た。しかし、ICT機器活用の機会が少
なかったので、増やしていく。
〇表現活動について、ワークシートを
活用し、目標や振り返り、課題を考え
させる時間を設定し、目標に向けての
意識が高まり、主体的に取り組もうと
いう姿勢を培う。

〇授業の始めに目標や活動内容を
説明し、適宜先の授業の内容も伝
え、見通しをもたせる。
〇鑑賞の授業については、ICT機器
を活用して視覚的に学べるよう工夫し
た。しかし、ICT機器活用の機会が少
なかったので、増やしていく。
〇表現活動について、ワークシートを
活用し、目標や振り返り、課題を考え
させる時間を設定し、目標に向けての
意識が高まり、主体的に取り組もうと
いう姿勢を培う。

美
術
科

◯授業の目標や流れを生徒が
いつでも見られるようにし、生徒
が見通しをもって学習に取り組
めるようにする。
◯ICT機器を活用し、資料収集、
意見共有を行わせることにより、
主体的で対話的な学習につな
げる。
◯鑑賞活動や相互の作品の意
見交換を通じ、言語活動を充実
させる。

〇授業の最初に「本時のねらい」を提
示し、進行状況を確認させる。また、
自己評価表に本時の振り返りを記入
させ、次回の時間の確認を進める。
〇ＩＣＴ機器の仕様や自由に相談、作
品の相互鑑賞を取り入れて発想を広
げる手立てにする。
〇生徒が制作した作品から作者の心
情を理解したり造形的な美しさを感じ
るための鑑賞活動を進める。

〇授業の最初に「本時のねらい」を提
示し、進行状況を確認させる。また、
自己評価表に本時の振り返りを記入
させ、次回の時間の確認を進める。
〇ＩＣＴ機器の仕様や自由に相談、作
品の相互鑑賞を取り入れて発想を広
げる手立てにする。
〇生徒が制作した作品から作者の心
情を理解したり造形的な美しさを感じ
るための鑑賞活動を進める。

〇授業の最初に「本時のねらい」を提
示し、進行状況を確認させる。また、
自己評価表に本時の振り返りを記入
させ、次回の時間の確認を進める。
〇ＩＣＴ機器の仕様や自由に相談、作
品の相互鑑賞を取り入れて発想を広
げる手立てにする。
〇生徒が制作した作品から作者の心
情を理解したり造形的な美しさを感じ
るための鑑賞活動を進める。

保
健
体
育
科

○授業導入時における補強運
動の工夫により、体力の向上を
図る。
○学習カードの活用と単元テスト
での問題の工夫により、種目の
関心を高め、知識の定着を図
る。
○ＩＣＴ機器の活用により、積極
的に自己の課題改善に取り組む
態度の育成を図る。
○アクティブラーニングを取り入
れることにより、思考力・判断力
を高める。

○体力テストの結果を参考にし
補強運動の内容を精査・改善す
る。

○学習カードを活用し、発表の
場を設け、知識の定着や思考力
向上につなげる。

○ICT機器を活用し、自他の技
能の振り返りや課題改善ができ
るように機会を設ける。

○体力テストの結果を参考にし
補強運動の内容を精査・改善す
る。

○学習カードを活用し、発表の
場を設け、知識の定着や思考力
向上につなげる。

○ICT機器を活用し、自他の技
能の振り返りや課題改善ができ
るように機会を設ける。

○体力テストの結果を参考にし
補強運動の内容を精査・改善す
る。

○学習カードを活用し、発表の
場を設け、知識の定着や思考力
向上につなげる。

○ICT機器を活用し、自他の技
能の振り返りや課題改善ができ
るように機会を設ける。

技
術
・
家
庭
科

○授業のめあて、目標を毎時間
提示し、生徒に学習内容の見通
しをもたせる。
○ICT機器を活用し、作業の手
順などについてを視覚的に理解
させる。
○動画やアニメーション利用し
て、機械や道具の仕組み等の知
識を深めさせる。
○実習を通して原理や手順を理
解させることにより探究的な学習
につなげ、主体的に考える力を
育てる。

〇授業の始めに目的を説明し、
本時の流れがの見通しをもたせ
る。
〇ICTを活用して、作業手順を
説明してから作業を行う。基礎的
なスキルを身に着けさせること
で、主体的に課題へ取り組む態
度の育成を図る。
〇アイデアについてグループで
検討し、長所・短所を
chromebookで発表させる。他の
人の考えをクラス全体で共有す
る場面を設ける。

〇授業の始めに目的を説明し、
本時の流れがの見通しをもたせ
る。
〇ICTを活用して、作業手順を
説明してから作業を行う。基礎的
なスキルを身に着けさせること
で、主体的に課題へ取り組む態
度の育成を図る。
〇アイデアについてグループで
検討し、長所・短所を
chromebookで発表させる。他の
人の考えをクラス全体で共有す
る場面を設ける。

〇授業の始めに目的を説明し、
本時の流れがの見通しをもたせ
る。

〇ICTを活用して、作業手順を
説明してから作業を行う。基礎的
なスキルを身に着けさせること
で、主体的に課題へ取り組む態
度の育成を図る。

総
合
的
な
学
習
の
時
間

・奈良、京都、東京など日本を支
えている都市の歴史や伝統文
化、食文化、労働などについて
調査・研究・発表を行い、自己の
将来の生き方について主体的に
考える能力や態度を養う。
・自ら課題を見つけ、「調べる」
「まとめる」「発表する」など体験
的・探求的な学習を充実させ、Ｉ
ＣＴ機器を活用しながらプレゼン
能力を高める指導を行う。

・東京グローバルゲートウェイへ
の校外学習を通して、多文化へ
の理解を深めることで自己理解
を深めるとともに、コミュニケー
ションの大切さを主体的に考える
能力や態度を養なう。
・職業について学ぶ過程におい
て、課題を見つけ、インタビュー
などの調べ学習を通して探究
し、ICT機器を活用してその成果
を発表するなどのプレゼン能力
を高める指導を行う。

〇社会を支えている様々な職業
を調べ、発表を通して共有し職
場体験に向けて仕事の大切さを
深めていく。仕事の目的、自分
の興味・適性など、職業に就くた
めの進路の考え方について考え
る態度を養う。

◯修学旅行の事前・事後学習を
通し、京都、奈良の歴史と文化
について学ぶ。また、まとめ新聞
を共同制作で行い、生徒同士の
創造性と発信力を高めさせる。

○自分が希望する進路の決定
に向けて、自分自身のことをふり
返り、適切な進路選択が行える
ようにする。



⑬-２授業改善推進プラン（中間改善計画）

特
別
の
教
科
 
道
徳

・その時間の指導のねらいや重
点が道徳的心情・道徳的判断
力・道徳的態度のいずれの側面
にあるのかを踏まえ、授業の意
図及び視点（道徳的な価値観の
理解、多面的・多角的な考え、
道徳的価値を自分の生き方に結
びつけた考え）を明確にする。
・道徳的実践力を高める授業の
あり方、評価方法に対する理解
を深め、工夫する。

○授業のねらいや考えていくこと
を毎時間提示し、生徒に学習内
容の見通しをもたせる。
〇話し合い活動を積極的に設定
することにより、自分の考えや他
者の考えを比較したり、考えを深
めたりすることを進める。
〇評価の方法の検討を進める。

◯その時間の指導のねらいを明
確にし、道徳的心情・判断力・態
度へ迫る、授業内における発問
を工夫する。
〇他者との対話の時間を確保す
ることで、多角的・多面的な考え
に触れる機会をもたせる。
◯毎時間に、その時間で育んだ
気持ちを、自分事としてどう生か
していけるかの振り返りを行う。ま
た、個人内評価の場面を各学期
に設定する。

◯その時間の指導のねらいを明
確にし、道徳的心情・道徳的判
断力・道徳的態度に結び付ける
発問をし、他者との対話の中で、
道徳的な価値観の理解を深化さ
せるために、グループワーク等を
取り入れる。
◯毎時間に道徳的実践力を高
めていけるよう、その時間で学び
得たことについての振り返りを行
う。また、個人内評価の場面を各
学期に設定する。

各教科における課題を改善するための指導の重点
年度当初に設定した重点 第１学年 第２学年 第３学年

特
別
活
動

・学級活動、生徒会活動、学校
行事等の集団的活動を通して規
範教育を推進し、リーダーを育
成する中で、自主性と協調性を
育み、生徒会活動・委員会活動
等の活性化を図る。また、生徒と
教師、生徒同士のふれあいを通
して、社会性を身に付けた感性
豊かな生徒集団の育成を図る。

各学級で足並みをそろえた規律の指
導を行い、リーダーとフォロワーを育
成する中で生徒同士の協調性をはぐ
くんでいる。また、生徒会活動や委員
会活動では生徒の主体性を育み、
様々な学年とのかかわりの中で社会
性を身につけさせる。学校行事で
様々な課題に取り組むことで感性豊
かな生徒集団の育成を図る。

◯校内行事をはじめとし、各活動の
中で最上級生としての自覚をもたせる
声掛けを行う。その上で、下級生とと
もに活動することで、自主性と協調性
の涵養を図る。
◯校内行事等の中で、実行委員や係
の活動を充実させる。役割を担わせる
ことで、規範的な活動を意識させ、下
級生の規範となるよう指導していく。ま
た、学級内での活動を充実させ、生
徒同士の触れ合いの機会を確保し、
感情豊かな生徒集団を育成してい
く。人のために行動できる人材を育成
する。

◯校内行事をはじめとし、各活動の
中で中学生としての自覚をもたせる活
動を行う。上級生が活動する様子から
学びながら、自主性と協調性の涵養
を図る。
◯校内行事等の中で、実行委員や係
の活動を充実させる。役割を担わせる
ことで、規範的な活動を意識させ、
リーダーを育成していく。その上で学
級内での活動を充実させ、生徒同士
の触れ合いの機会を確保し、感情豊
かな生徒集団を育成していく。
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